
 

今後の豊島廃棄物等処理関連施設の撤去等に関する基本方針 

 

豊島廃棄物等処理事業は、先端技術を活用し「共創」の理念で実施してきた。こ

れまで豊島の中間保管・梱包施設や直島の中間処理施設等の撤去等に対しても、こ

の理念に則った「豊島中間保管・梱包施設等の撤去等に関する基本方針」(平成 28

年 10 月 23 日制定・平成 29 年 2 月 13 日及び 4 月 16 日改訂)を定め、対応してい

る。今後の豊島廃棄物等処理関連施設の撤去等にあたっても、この理念を継承し、

これまでの本事業における姿勢を踏襲して、以下に従い実施するものとする。 

 

１． 地域住民の安全･安心･健康への配慮と周辺環境の保全 

事業遂行に当たっては地域住民の安全･安心･健康へ配慮し、コロナウイルスの

感染予防や島内運搬時の交通安全等に万全を期す。  

また、撤去等の作業によって生じる排気、排水、騒音、振動、悪臭及び廃棄物

等による影響に加え、海水の濁り等を防止・抑制するための措置を講ずるととも

に、周辺環境の調査を実施することなどにより、その保全を図る。 

 

２． 撤去等の作業従事者の安全及び健康の確保 

撤去等における作業環境の整備や撤去等に伴う粉じん等の発生抑制・飛散防止

を図るとともに、その状況の測定・確認や作業環境測定等に基づき、適切な保護

具や作業方法等を選定し、撤去等の作業従事者の安全及び健康の確保に万全を期

す。 

  

３． 撤去等の工程全体におけるＢＡＴ（Best Available Techniques）の適用 

撤去等の工程全体にＢＡＴを適用し、実施可能な最善の技術・手法・体制等を

採用する。 

 

４． 施設の解体に先立つ清掃・洗浄の徹底 

解体に先立って対象物の十分な清掃・洗浄を実施し、解体撤去における周辺環

境の保全や作業従事者の安全等並びに施設撤去廃棄物等（施設の解体撤去に伴い

発生した廃棄物や有価物をいう）の有効利用に資する。 

 

５． 施設撤去廃棄物等の有効利用の実現 

施設撤去廃棄物等については、資源化を原則とし、現場で分別したうえで有効

利用を図る。 

 

６． 関係者の意向の聴取と的確・迅速な情報共有の実現 

的確・迅速な情報の提供を行い、関係者とのコミュニケーションを通じてより

一層の理解と信頼を得る。 


